
監 査 公 表 

静岡市監査公表第 10 号 

地方自治法第 252 条の 38第６項の規定により、静岡市長から措置を講じた旨の通知があ

ったので、これを公表する。 

平成 28 年 11 月１日 

静岡市監査委員  村 松   眞 

同     杉 原 賢 一 

同     浅 場   武 

同     岩 崎 良 浩 

 

記 

 

１ 平成 26 年度包括外部監査（委託契約の事務の執行について） 

（１）入院患者給食業務委託 

 【指摘事項】 

  ア 「一般食」と「特別食」の契約単価について 

（ア）変動費について 

   平均給食材料費の目安について、清水病院では静岡病院よりも４％高く設定し

ている。しかし、清水病院の割高な単価設定には、特に合理的な理由が見い出せ

られない。清水病院では、割高となっている平均給食材料費について、仕様書の

見直しを行い、適正な単価にもとづいた契約を行うことにより、委託料の削減に

努める必要があると考える。 

  （イ）固定費について 

     固定費を変動費的に取り扱う単価契約では、本来は提供食の数と直接連動しな

い、人件費や経費といった固定費が、食数の多寡によって変動してしまうため、

委託業者に支払う委託料に過不足が発生する可能性がある。 

     静岡病院、清水病院ともに、変動費については単価、固定費については総価を

前提として、積算や契約の方法等を見直す必要があると考える。 

 

  イ 経腸栄養（経管流動）の契約単価について 

    静岡病院と清水病院とでは、委託業務の範囲が異なるとはいえ、清水病院にコス

ト削減の余地はあると考えられる。清水病院では、現行の業務内容を分析し、単価

差異の原因を究明することにより、委託料の削減に努める必要があると考える。 

 

  ウ 調乳の契約単価について 

    この業務は、役務提供業務として同一の業務でありながら、契約単価が異なるも



のとなっている。両病院の単価の差が大きくなっていることから、静岡病院では、

現行の業務内容を分析し、単価差異の原因を究明することにより、委託料の削減に

努める必要があると考える。 

 

  エ 静岡病院と清水病院との比較検討について 

    静岡病院と清水病院では、類似する病院給食業務を外部へ委託しているが、両病

院の契約単価等については、これまで特に比較検討されてきたわけではない。静岡

病院と清水病院の契約内容を比較することにより、現行の業務内容を改善すべき点

が他にもないか、あらためて検討することが必要と考える。 

 

 【措置の状況】 

  ※ 入院患者給食業務委託については、静岡病院・清水病院ともに院内で入院患者に

提供する全ての食種（一般食、特別食、経腸栄養、調乳等）に係る業務を、単一の

事業者と一括契約しています。 

    また、静岡病院は、平成 28 年４月１日より地方独立行政法人に移行しています。 

 

  ア 「一般食」と「特別食」の契約単価について（清水病院事務局病院総務課） 

    指摘事項を踏まえ契約の方法を見直し、今回契約から人件費・経費に相当する固

定費と食数に連動する給食材料費相当の変動費に分けて仕様の作成を行いました。

このことにより委託業者に支払う委託料について、食数の変動に伴う過不足が発生

しないよう適切に対応しました。 

    また、給食材料費については、これまでも適正な単価の設定に努めてまいりまし

た。今回、平成 28年４月の給食業務委託の契約更新に際しては、現状の給食材料の

仕入実績額等を踏まえて再検証を行い、変動費（給食材料費相当）における各単価

を適切に積算しました。 

 

 イ 経腸栄養（経管流動）の契約単価について（清水病院事務局病院総務課） 

静岡病院との単価差異は、当院における委託業務の範囲が静岡病院に比べて広く、

静岡病院では職員が実施し、委託業務に含めていない「経腸栄養食材の在庫管理及び

詰め替え作業」を仕様に含めていることが主な原因です。 

   これは両院の当該業務に係る管理栄養士や看護師の配置体制の違いに起因するもの

で、現状の当院の配置体制下で病院職員が在庫管理等の業務を実施することは困難で

あり、実施可能な体制を敷くには職員の増員等の対応が必要となります。 

   これらの検証を踏まえ、業務内容の検討を行いましたが、職員負担軽減、人件費抑

制の観点から、現状の委託業務の範囲は変更しないことが妥当と判断しました。 

   なお、契約更新に際しては適切な経費積算を行うとともに、当該業務に係る経費を



変動費から固定費に改める見直しを実施しました。 

 

 ウ 調乳の契約単価について（保健医療課） 

   調乳委託料削減のための原因分析を行い、今回から清水病院と同様に調乳材料は当

院で購入することとしました。残りの委託料は調乳の人件費相当となるため、指摘事

項のとおり固定費に含める方法で契約を行いました。 

   固定費の積算につきましても、調乳材料費分を除いて行いました。 

 

 エ 静岡病院と清水病院との比較検討について（保健医療課、清水病院事務局病院総務

課） 

   平成 28年４月の給食業務委託の契約更新に際しては、その準備作業における仕様書

作成の段階から両病院病院総務課間で連携し、契約単価、業務内容、契約方法等に関

する検討を行いました。その結果、両病院ともに固定費及び変動費に分けて契約する

契約内容の見直しを行いました。 

   また静岡病院では清水病院の方式を採用し、調乳材料の病院購入を行うことにしま

した。さらに「調乳」について、両病院ともにこれまでの変動費でなく固定費による

契約を実施することとしました。 


